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～「思いやり　支え合い　手と手をつなぐ　大家族たかはま」の実現をめざして～

７月30日・８月21日に開催した「第６次高浜市総
合計画推進会議」（第１回・２回）では、中期基本計
画（平成26～29年度）に掲げた11の目標達成状況は
どうだったか、４年間の取組内容や成果、課題と今後
の取組みの方向性などについて、担当部署の職員から
発表。発表内容を市民目線で「点検・確認」し、意見
交換を行いました。
今回は、今後の行政の取組みの概要を紹介します。

第６次高浜市総合計画推進会議
中期基本計画の取組みから見えてきた課題と
今後の取組みの方向性を点検・確認！

人と学びの輪を広げ、
まちのチカラを育みます

まちづくりの原動力となる
「高浜市が好き」という愛着・
誇りの想いを高めていくため、
まちの魅力・自慢を知る機会を
創出し、好奇心や意欲を喚起し
た動きを広げる。また、学んだ
り体験したことを「教える」「発
表する」「活動する」など、「自
分のための学び」にとどまるこ
となく学んだ成
果を社会に還元
できる取組みを
進める。

地域ぐるみで子育ち・
子育てを支えます

今後も「高浜市子ども・子育
て支援事業計画」に沿って、多
様で柔軟な保育サービスの提供
など、子育てニーズを適切なサ
ービスに結びつける取組みを進
め、待機児童ゼロをめざす。
また、身近な場所での子育て
支援、子どもの居場所づくりが
されるよう、
人材育成を進
める。

学校・家庭・地域が連携を
深め、12年間の学びや育ちを
つなげます

教職員などの異校種参観で互い
の教育観を学び、授業力を高める
ことや、幼・保、小、中の教員同
士で子どもの支援情報の引き継ぎ
を行うことで、子どもの健やかな
12年間の学びを進める。
また、時代の変化に合わせて、
ＩＣＴを活用した授業や高浜版プ
ログラミング教育を
実践するなど、優れ
た授業実践案や単元
構想などを集約する。

将来を見据えた
計画的・効果的な財政運営を行います

公共施設総合管理計画を着実に推進し、複合化
のモデル事業を進め、単に総量圧縮というハード
面だけを考えた計画ではなく、ソフト面において
も果たす役割が大き
いことを広く理解し
てもらえるよう情報
発信を進める。

公共施設総合管理計画の推進や今後増加する財
政需要に対応するため、高浜市の身の丈にあった
健全な財政運営への取組みを強化していく。

まちへの想いを育み、
未来を切り開くチカラを高めます

今後も情報発信の積極的展開を行うとともに、新た
な媒体の発掘や情報発信そのもののあり方を考えるな
ど、時代にあわせた発信方法を検討していく。
まちづくりにおいては、若い世代・定年を迎える世
代に対して、地域活動の担い手として関わっていける
ようなきっかけを創出する取組みを進める。
また、職員力アップとして「若手・中堅職員」の成
長支援と「仕事」の効率化により職員力を高める政策
を進める。

目標（３）

目標
（1）

目標
（2）

目標（4）

学び合い　力を合わせて　豊かな未来を育もう

目標（5）

基本目標Ⅱ

みんなで考え みんなで汗かき みんなのまちを創ろう基本目標Ⅰ

▲総合計画推進会議のようす
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中期基本計画（H26～H29）の取組みから見えてきた課題・今後の取組みの方向性を点検・確認！

みんなでまちを
きれいにします

「生活環境問題研究会」において、市民・事業
者の「環境美化活動」に対する意識向上策を検討
し、「高浜市みんなでまちをきれいにしよう条例」
をさらに推進する。
また、ごみの減量化を促進
する新たな政策を打ち出すと
ともに、地域・学校・事業者・
関係機関と連携した環境美化
活動、環境保全活動に取組む。

産業を活性化して、
まちを元気にします

瓦の伝統性をいかした商品開発やブランド化の支援、
屋根瓦の優位性やデザイン性のＰＲをするなど地場産
業の三州瓦に関する販売方法の検討を進める。　
また、高浜高校ＳＢＰ（ソ

ーシャル・ビジネス・プロジ
ェクト）の継続的な活動維持
のための支援を行うとともに
組織体制の確立を図る。
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（6）

目標
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安全・安心が実感できる
地域づくりを進めます

行政が担う「公助」には限界があるため「自
助」「共助」に基づく地域防災力の強化に関する
取組みに今後も注力する。また、高齢者が多く被
害にあう特殊詐欺などの犯罪や交通事故の対策強
化を高浜市防犯ネットワー
ク会議、高浜市交通安全協
会・高浜市交通安全指導員
会などの各団体と連携して
取組みを進める。

ハーモニーを奏でる
快適な都市空間をつくります

道路などの公共インフラ施設の点検・修繕を実施し、
既存の道路やライフラインの長寿命化を推進する。
また、水道施設近代化事業の一環として、災害時で

も可能なかぎり給水が維
持できるように、既存の
配水管から耐震管に布設
替えを進める。　

目標
（8）

目標
（9）

明日を生み出すエネルギー　やる気を活かせるまちをつくろう基本目標Ⅲ

一人ひとりの元気と
健康づくりを応援します

継続して高齢者の居場所および生きがいづくり
の充実を図るとともに、若い世代の健康づくり活
動の支援も行い、自身の健康状態の確認や健康づ
くりのための意識づけを行う。
また、今後も増加が予
想される認知症について
は、予防に効果のある活
動を地域で実施し、多く
の市民に参加してもらえ
るような仕組みを構築し、
理解を深める。

一人ひとりを認め合い、その人らしく
暮らせるまちづくりを進めます

生活困窮者などの自立に向け、早期かつ包括的な相
談支援を行う。
福祉の人材不足が予測されるなか、介護人材の確保

・育成について、計画
的に取り組む。また、
支援を必要とする方に
対し、福祉サービスや
地域の支え合いの充実
を図る。

◆会議のようすや取組みに関する詳しい内容は、市公式ホームページで確認してください。
http://www.city.takahama.lg.jp/grpbetu/seisaku　

目標
（10）

目標
（11）

いつも笑顔で健やかに つながり100倍ひろげよう基本目標Ⅳ

問合せ先　□市総合政策グループ　☎52－1111（内線365）


